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学会事務局からのお知らせ 

１．第 11回理事会のご報告  
 去る、平成 18年 3月 9日(金)、第 11回の本学会理
事会が、聖路加国際病院において行われました。議題

としては学会事務局および各委員会の活動状況、第 4
回学術総会結果報告、第 5回学術総会の準備状況、平
成 19年度事業計画・予算案、法人化の準備状況など
についての報告および審議が行われました。 
また、3月 6日までにお申込みのあった個人正会員

14名、賛助会員１団体の入会が承認されました。 
※ 個人正会員 462名 賛助会員 45法人  
（平成 19年 3月 6日現在） 
 
２．東京フォーラムのご案内 
医療施設だけでなく、介護・老健施設に対象を広げ

た「2nd BSC Forum in Tokyo」を開催いたします。
皆様のご参加をお待ちしております。 
－2nd BSC Forum in Tokyo－ 

・日程：平成 19年 6月 23日（土） 
・時間：10：00～17：00（予定） 
・会場：日本大学会館 
・演者：未定 
 ※後日、詳細を記載した申込書を送付いたします。
 
３．BSCワークショップ in東京のご案内 
 BSC 導入の標準的な流れや考え方を経験していた
だき、一層の理解とともに、身近に体験していただく

ために、「BSC ワークショップ in 東京」を下記の要
領で開催いたします。皆様のご参加をお待ちしており

ます。 
－BSCワークショップ in東京（第 5回）－ 

・日程：平成 19年 8月 18（土）～8月 19日（日）
・参加費：会員 30,000円、非会員 60,000円 
・会場：全国町村会館 
  住所：〒100-0014 東京都千代田区永田町 1-11-35
 
※ご参加をご希望の方は、グループワークのため、

１施設３名以上でお申し込みください。 
詳細は学会事務局までお問い合わせください。 

４．学術総会のご案内 

 下記の要領で第 5回学術総会を実施いたします。現在、詳

細なプログラムなどの企画や準備を鋭意進めております。皆

様のご参加をお待ちしております。 

・会期 ：2007 年 9 月 15 日（土） 

・学術総会会長：秋野 豊明 （医療法人渓仁会 理事長）

・テーマ：組織力の向上を目指して 

        ～トップダウンとボトムアップの融合～ 

・会場：札幌コンベンションセンター  

・第５回学術総会 大会事務局：医療法人 渓仁会  

 住所：〒064-0823 

北海道札幌市中央区北 3条西 28 丁目 2－1サンビル 6Ｆ 

 Tel：011-641-8833 Fax：011-641-6874 

 E-mail：hbsc5th@keijinkai.or.jp（学術総会終了まで）

担当：法人本部 経営企画室 劔持 

    

５．平成１９年度会費納入のお願い 

平成１９年度の年会費の納入をお願いいたします。同封の

振込用紙もしくは郵便局に備え付けの振込用紙にて下記口

座に、お振込み下さいますようお願い申し上げます。 

なお、平成 18 年度の学会年会費をまだ納入されていない

方は、平成 18 年度分につきましてもあわせてお振込みくだ

さいますよう、お願い申し上げます。 

 

■振込先 ：牛込郵便局 

口座名称：ＨＢＳＣ研究学会 

口座番号：００１７０－９－７５７８８５ 

  個人正会員年度会費：１０，０００円 

  賛助会員年度会費：一口１００，０００円 

 

 

 

 

 



6．2007年・2008年学会活動予定 
 当学会では、皆様に BSC についてよりご理解して
いただくため、経験や知恵を会員間で共有していくた

めに様々な活動を企画しております。以下に現在計画

されております学会の活動予定を掲載いたしますの

で、ふるって御参加ください。また、日程、内容等の

変更の可能性がございますので、お申し込みの前に、

内容の詳細、日程、費用等をご確認下さいますようお

願い申し上げます。 
 
2007年 
・6月 23日（土）（東京） 
ＢＳＣフォーラム（2nd BSC Forum in Tokyo） 
 
・7月 15日（日）（東京） 
ＢＳＣ病院視察ツアー（聖路加国際病院） 

 
・8月 18（土）～8月 19日（日）（東京） 
BSCワークショップ in東京（第 5回） 
 
・9月 14日（金）（札幌） 
医療ＢＳＣのためのファシリテーション勉強会 
第 5回学術総会前日に、学術総会の会場で行います。
 
・9月 15日（土）（札幌） 
第 5回学術総会 
 
・10月 20日(土)（熊本）  
ＢＳＣ病院視察ツアー（済生会熊本病院） 

 
・11月 18日(日)～25日(日) 
海外 BSC視察ツアー：アメリカ・カナダで計画中 
 

2008 年 

・2 月 23 日（土）～2月 24 日（日） 

BSC ワークショップ in 東京（第 6回） 

 

 

７．ファシリーション勉強会に参加して 

   飯田哲平（学会事務局・聖路加国際病院） 

■ファシリテーション勉強会とは？ 

ＢＳＣを組織全体に浸透させる上で、ＢＳＣの基礎や応

用知識はもちろんのこと、他にプロジェクトマネジメント

やファシリテーションスキルなども実際のＢＳＣ導入に

は不可欠な要素と言えます。そこで 2007 年度は、医療Ｂ

ＳＣのためのファシリテーション勉強会の開催が計画さ

れました。その準備のための事前勉強会が 2007 年 1 月 6日

に開催されました。 

 

■事前勉強会の進め方 

勉強会の講師には、ＨＲＴの大川恒先生にご参加いただき

ました。パワーポイントに講義内容のポイントを簡潔にまと

め、その内容に沿って説明がありました。また、講義の多く

の時間は、ファシリテーションスキル向上のための実践練習

やグループディスカッションが中心となりました。 

 

■事前勉強会で得たもの 

事前勉強会に参加して私が得たものは、実務の面で考え方

の視野と幅が広がってきたと思えることです。特に、会議の

進行方法や、話し相手とのやりとりの仕方など、実務のちょ

っとした場面でも活用できるのだということを、最近よく思

うようになってきました。  
もう一つ、ディスカッションでは、当然のこととして、参

加者により解釈に違いが出ることもあり、異論・反論が多数

出てきます。勉強会で得たものとして、多くの方と面識を持

てたことです。私が知識として得たものも、実際には書籍に

書かれた図や説明からではなく、勉強会に参加している方と

の意見交換を通じて得たものの方が多かったと思います。 

 

■おわりに 

医療ＢＳＣのためのファシリテーション勉強会は、第 5回

学術総会の前日 9 月 14 日に開催されます。そこでは、ＢＳ

Ｃ導入におけるファシリテーションの方法について、勉強会

を行う予定となっております。皆様のご参加をお待ちしてお

ります。 

 


